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太陽光パネルの発電量レジュメ
高等部1年　たにやん
　今回私は太陽光パネルの発電量について調べました。この研究テーマにした理由は去年の震災の影響で原子力発電の問題が発生し、他の発電方法が注目されていたためです。
太陽光パネルの実験としては晴れの日と曇りの日と室内でそれぞれ電流と電圧を計測して表にまとめました。その表がこちらです。
	電流（ｍA）
	太陽光パネルA
	太陽光パネルB
	太陽光パネル（吉江）

	0°
	331
	630
	393

	15°
	325
	610
	378

	30°
	317
	590
	338

	50°
	280
	550
	308


	電圧（V）
	太陽光パネルA
	太陽光パネルB
	太陽光パネル（吉江）

	0°
	0.12
	0.12
	0.08

	15°
	0.11
	0.11
	0.07

	30°
	0.1
	0.09
	0.06


図1　晴れの日の電流と電圧
	電流（ｍA）
	太陽光パネルA
	太陽光パネルB
	太陽光パネル（吉江）

	？？？
	23.5
	46
	33.8


	電圧（V）
	太陽光パネルA
	太陽光パネルB
	太陽光パネル（吉江）

	？？？
	0
	0
	0


図２　曇りの日の電流と電圧
	電流（ｍA）
	太陽光パネルA
	太陽光パネルB
	太陽光パネル（吉江）

	0°
	2.1
	3.6
	1.8


	電圧（V）
	太陽光パネルA
	太陽光パネルＢ
	太陽光パネル（吉江）

	0°
	0
	0
	0


図3　室内の電流と電圧
以上が実験の結果です。この結果から太陽光パネルは太陽に垂直にしておくと発電量は増えることや、室内では全く発電しないことなどが分かりました。
